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　問題文を読んで，
文章中の空欄に当て

はまる語句を記入し
なさい。

01 旧石器文化の時
代

日本列島で人類の生
活がみられるように

なるのは，約 260 万
年前から約 1万年前

まで続い

た（1 ）世のことであった
。これは氷河時代と

もよばれ，寒冷な氷
期にはアジア大陸と

地

続きになることがあ
り，マンモスや（

2 ）ゾウ，オオツノジ
カなどの大型動物が

渡来

し，人類もそれらを
追って移動してきた

と考えられている。

沖縄県の（
3 ）人など化石人骨は

いずれも新人段階で
，ナイフ形石器や（

4 ）のよ

うな石を打ち欠いた
だけの（

5 ）石器を棒の先端に
つけた石

いし
槍
やり
などを用いて狩猟が

行われ

た。（1 ）世末期には，北方
地域から伝わった（

6 ）も使われた。第二
次世界大戦後ま

もなく，群馬県（
7 ）で（8 ）が（1 ）世末期の地層であ

る関東ローム層から
石器

を発見したことをき
っかけに，日本列島

における旧石器時代
の存在が明らかにな

った。

02 縄文文化の成立

およそ 1万年余り前
の（9 ）世になると気候が

温暖化し，大型動物
が絶滅して動きの速

いニホンシカやイノ
シシなどの中小動物

が多くなった。これ
らを捕らえるために

弓矢が使わ

れるようになり，先
端に軽い（

10 ）をつけた矢が用い
られた。また，針葉

樹林に代わっ

て東日本では落葉広
葉樹林，西日本では

照葉樹林［常緑広葉
樹林］が広がり，ク

リやクルミな

ど木の実が豊富に採
取できるようになっ

た。それらは厚手で
黒褐色の縄文土器に

保存され，

すりつぶす際には（
11 ）石器の石皿とすり

石が使われた。網の
おもりである（

12 ）や

骨角器の釣針の出
土，人々が廃棄した

物のほか人骨も出
土する（

13 ）の発見などから，

縄文海進により入江
が増えたこの時代に

は漁労がさかんであ
ったこともうかがえ

る。

（5 ）石器に加えて（
11 ）石器の使用や土器

の製作が始まる時代
を新石器時代という

。し

かし，この時代にな
ると大陸では農耕・

牧畜を行う食料生産
段階に入るのに対し

，日本の縄

文文化は依然狩猟・
漁労・採取を中心と

する食料採取段階で
あった。

03 縄文時代の生活

人々は地面を掘り下
げた面を床

ゆか
とする（

14 ）住居をつくり，定
住生活を営んだ。住

居は

台地上に広場を中心
として環状につくら

れることが多かった
。（10 ）の製作に適した（

15

）石や装身具に用い
られたひすい［硬玉

］などは産出地が限
られるため，出土状

況から遠方地

域との交易が行われ
ていたことも推測さ

れる。（1
5 ）石の産地では長野

県（16 ）が有名。

厳しい自然の中で暮
らしていた人々は，

あらゆる自然物や自
然現象に霊威の存在

を認めた。

このような信仰を（
17 ）［精霊崇拝］という

。女性をかたどった（
18 ）は，病気や

災いを転嫁したのか
壊された状態で見つ

かることが多い。死
者を（19 ）したのは，その霊

が災いを及ぼさない
ように願ったもの，

また（20 ）の風習は通過儀礼
と考えられている。

① 旧石器時代には
，石器を用いた狩

猟が行われた。長
野県の［ア：　　］

湖では，

［イ：　　　　］象
の化石骨と打製石器

が同じ土層から発見
されている。（京都

大）

②正誤判別：縄文海
進があったため東京

湾岸には貝塚が見つ
かっていない。（早

稲田大）
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旧石器文化と縄文

文化

01 旧石器文化の時
代

地質年代 更
こう
新
しん
世
せい
　・氷

ひょう
河
が
時代～寒冷な氷

ひょう
期
き
と比較的温暖な間

かん
氷
ぴょう
期
き
のくり返し

　　　　・大陸と陸
続き→マンモス・オ

オツノジカなど大型
動物の渡来

使用道具 打製石器のみ→旧石
器時代〔特徴：打製

石器／土器なし→先
せん
土
ど
器
き
文化〕

　握
にぎり

槌
づち

［楕
だ
円
えん
形石器］／ナイフ形

石器［石
せき
刃
じん
］・尖

せん
頭
とう
器
き
／細石器（北方地域

と共通）

遺　跡 岩
いわ
宿
じゅく

遺跡（群馬）～ 相
あい
沢
ざわ
忠
ただ
洋
ひろ
が関東ローム層から

石器発見（1946 年） 

→明治大学が学術調
査（1949 年） 

→日本における旧石
器文化の存在が明ら

かに

野
の
尻
じり
湖
こ
湖底遺跡（長野）～ナ

ウマンゾウの化石が
出土　＊ナウマン～

ドイツ人の

※化石人骨～浜北人
（静岡），港

みなと

川
がわ
人・山

やま
下
した
町
ちょう

洞
どう
人
じん

（沖縄） 
地質学者

　＊人類の進化：猿
人→原人→旧人→新

人

02 縄文文化の成立

地質年代 完
かん
新
しん
世
せい
　・温暖化により海

面上昇（縄文海
かい
進
しん
）→日本列島の形成

　　　　・動きの速
い中小動物の増加→

軽い石
せき
鏃
ぞく
をつけた弓矢を使用

した狩
しゅ
猟
りょう

使用道具 打製石器に加えて磨
ま
製
せい
石器も使用→新石器

時代〔特徴：磨製石
器・土器の使用〕

　石皿・すり石（木
の実のすりつぶし）

石
せき
錘
すい

（網のおもり）磨製
石
せき
斧
ふ

（伐
ばっ
採
さい

・加工）

　　＊石鏃（矢の先
端）・石

せき
匙
ひ

（動物の皮はぎ）～
当初は打製／のち磨

製に

骨
こっ
角
かく
器
き
～釣
つり
針
ばり
・銛
もり

（漁
ぎょ
労
ろう
の発達）　木器～丸

まる
木
き
舟
ぶね

（高度な航海技術も
）

縄文土器～厚手・黒
こっ
褐
かっ
色
しょく

／火
か
炎
えん
土器（中期）・注

ちゅう

口
こう
土器（後期）など 

＊褐色＝茶色

※草
そう
創
そう
期
き
・早期・前期・中期

・後期・晩期に区分
⇐放
ほう
射
しゃ
性
せい
炭
たん
素
そ
年代測定法など

03 縄文時代の生活

住居 竪
たて
穴
あな
住居～住居の中央に

炉
ろ
／同規模の住居が広

場を中心に環
かん
状
じょう
or馬

ば
蹄
てい
形に並ぶ

交易 石器などの原材料の
産地を特定→遠方地

域との交易の存在が
明らかに

　黒
こく
曜
よう
石
せき

（→石鏃）～北海道
十
と
勝
かち
岳
だけ
・長野県和田峠

とうげ

・大分県姫
ひめ
島
じま
・熊本県阿

あ
蘇
そ
山
ざん
など

　サヌカイト［讃
さ ぬ き

岐石］～二
に
上
じょう

山
さん
　　ひすい［硬

こう
玉
ぎょく

］～新潟県姫
ひめ
川
かわ
流域

習俗 アニミズム［精
せい
霊
れい
崇
すう
拝
はい
］～全ての自然物・自

然現象に霊威が存在
→畏

い
怖
ふ
・崇拝

　土
ど
偶
ぐう

（多くが女性像）　
石棒（男性器を表現

）　抜歯（成人の際の
通過儀礼か）

　屈
くっ
葬
そう
（共同墓地に同じよ

うに埋
まい
葬
そう
→身分の差なし）

遺跡 三
さん
内
ない
丸山遺跡（青森）～前

・中期の大規模集落
跡／大型建物の存在

／クリ林の管理

亀
かめ
ヶ
が
岡
おか
遺跡（青森）～晩期の

精
せい
巧
こう
・多様な土器が出土

（→亀ヶ岡式土器～
晩期・東日本）

大
おお
湯
ゆ
遺跡（秋田）～環状列

れっ
石
せき

［ストーン =サーク
ル］

※大森貝塚（東京）～
明治初期にモース（

アメリカ人動物学者
）が発見・調査

　加
か
曽
そ
利
り
貝塚（千葉）～国内最

大規模　　＊貝塚～
太平洋側に多い／人

骨も出土
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＜入試問題の解答＞

① × ② 越前

　①平城京の地図から得られる情報を問う出題は多いが，ここでは「右京→朱雀大路の西側→東
大寺は“東”だから誤りでは？」と考えれば誤文とわかる。②遣唐使の航路変更が思い出される。
渤海は「渤」の漢字に注意。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 8世紀の東アジア★

平城宮

九条大路

八条大路

七条大路

六条大路

五条大路

四条大路

三条大路

二条大路

一条北大路

一条南大路

西市 東市

羅城門

朱雀門

唐招提寺

東大寺

春日神社

薬師寺 大安寺

右 京 左 京

西大寺

興福寺

元興寺

外 京

法華寺

四
坊
大
路

三
坊
大
路

二
坊
大
路

一
坊
大
路

朱
雀
大
路

一
坊
大
路

二
坊
大
路

三
坊
大
路

四
坊
大
路

五
坊
大
路

六
坊
大
路

七
坊
大
路

長屋王邸
大極殿・朝堂院

0 500km

長安

唐

渤海

洛陽
青州

　州 楚州

抗州

揚州

明州

登
州

平城京
松原客院
能登客院

金城

新羅

鴻臚館
難波

大宰府
多　島
た ね

掖玖島
や く

奄美島
あま み

阿児奈波島
あ こ な わ

東シナ海

日
本
海

南路

北路

遣唐使航路
渤海航路
新羅航路

上京龍泉府

13 奈良時代の動向 ……………………………………………………………………………………

1 藤原不比等 2 元正 3 養老 4 長屋王

5 聖武 6 橘諸兄 7 吉備真備 8 玄昉

9 藤原広嗣 10 恭仁 11 紫香楽 12 孝謙

13 藤原仲麻呂 14 橘奈良麻呂 15 淳仁 16 道鏡

17 称徳 18 法王 19 宇佐 20 光仁

　正しい漢字で書こう！　

［ 橘諸兄 ］ ［ 藤原広嗣 ］ ［ 橘奈良麻呂 ］ 
＜入試問題の解答＞　　　　　　　　　　　　　　★宮都の変遷★
① ア ② 藤原仲麻呂

　①イ→孝謙天皇，ウ→奈良時代初期（712
年という年代ではなく，平城京遷都の 2年後と
とらえる），エで元正天皇と長屋王というキー
ワードが思い出せれば，正解はアとわかるはず。
②藤原仲麻呂関連は頻出なので要注意。

★平城京★

平城京

近江大津宮平安京

長岡京 紫香楽宮

恭仁京

藤原京

難波宮

難波長柄豊碕宮福原京

飛鳥浄御原宮

摂津

大和
河内

近江

山背（→山城）

琵琶湖
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★平安京★　　　　　　　　　　　　　　　　　★東北の城柵★

16 弘仁・貞観文化 ……………………………………………………………………………………

1 文章経国 2 最澄 3 延暦 4 台密

5 金剛峰 6 東 7 加持祈禱 8 神宮寺

9 修験道 10 室生 11 一木 12 僧形八幡神

13 曼荼羅 14 続日本紀 15 凌雲集 16 橘逸勢

17 式部 18 紀伝道 19 大学別曹 20 綜芸種智院

正しい漢字で書こう！

［ 加持祈禱 ］ ［ 曼荼羅 ］ ［ 凌雲集 ］
［ 綜芸種智院 ］
＜入試問題の解答＞

① 〇 ② 凌雲集

　①真言宗は伝来当初から密教，天台宗はのちに密教化。「東
4

寺→東
4

密」「天台
4

宗→台
4

密」とおさ
えよう。②3つの勅撰漢詩文集の中では『凌雲集』が最も出題頻度が高い。「凌」は漢字にも注意。“さ
んずい”でなく“にすい”。

17 摂関政治の展開 ……………………………………………………………………………………

1 嵯峨 2 藤原冬嗣 3 承和 4 藤原良房

5 橘逸勢 6 清和 7 伴善男 8 応天門

9 摂政 10 藤原基経 11 宇多 12 関白

13 菅原道真 14 醍醐 15 藤原時平 16 乾元大宝

17 源高明 18 安和 19 小右記 20 藤原頼通

法
勝
寺

六波羅

東寺

東市東市東市東市東市東市東市西市西市西市西市西市西市西市

西寺

羅
城
門

綜芸種智院

右

　
京

右

　
京

右

　
京

右

　
京

右

　
京

右

　
京

右

　
京

右

　
京

右

　
京

左

　
京

左

　
京

左

　
京

左

　
京

左

　
京

左

　
京

左

　
京

左

　
京

左

　
京

平安宮

朱雀門

鴨

　
　
川

広
隆
寺

桂

　
川

太秦

※平安宮は大内裏とも
　よばれるようになる

北野神社 法
成
寺

法
成
寺

法
成
寺

六波羅蜜寺

清
水
寺

陸

　
　
　奥

出

　
　羽

北
上
川

志波城
（803）

胆沢城
（802）

多賀城
（724）

秋田城
（733）

磐舟柵
（648）

渟足柵
（647）

伊治城
（767）

桃生城
（759）
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　問題文を読んで，文章中の空欄に当てはまる語句を記入しなさい。

01 旧石器文化の時代
日本列島で人類の生活がみられるようになるのは，約 260 万年前から約 1万年前まで続い
た（1 ）世のことであった。これは氷河時代ともよばれ，寒冷な氷期にはアジア大陸と地
続きになることがあり，マンモスや（2 ）ゾウ，オオツノジカなどの大型動物が渡来
し，人類もそれらを追って移動してきたと考えられている。
沖縄県の（3 ）人など化石人骨はいずれも新人段階で，ナイフ形石器や（4 ）のよ
うな石を打ち欠いただけの（5 ）石器を棒の先端につけた石

いし

槍
やり

などを用いて狩猟が行われ
た。（1 ）世末期には，北方地域から伝わった（6 ）も使われた。第二次世界大戦後ま
もなく，群馬県（7 ）で（8 ）が（1 ）世末期の地層である関東ローム層から石器
を発見したことをきっかけに，日本列島における旧石器時代の存在が明らかになった。

02 縄文文化の成立
およそ 1万年余り前の（9 ）世になると気候が温暖化し，大型動物が絶滅して動きの速

いニホンシカやイノシシなどの中小動物が多くなった。これらを捕らえるために弓矢が使わ
れるようになり，先端に軽い（10 ）をつけた矢が用いられた。また，針葉樹林に代わっ
て東日本では落葉広葉樹林，西日本では照葉樹林［常緑広葉樹林］が広がり，クリやクルミな
ど木の実が豊富に採取できるようになった。それらは厚手で黒褐色の縄文土器に保存され，
すりつぶす際には（11 ）石器の石皿とすり石が使われた。網のおもりである（12 ）や
骨角器の釣針の出土，人々が廃棄した物のほか人骨も出土する（13 ）の発見などから，
縄文海進により入江が増えたこの時代には漁労がさかんであったこともうかがえる。
（5 ）石器に加えて（11 ）石器の使用や土器の製作が始まる時代を新石器時代という。し
かし，この時代になると大陸では農耕・牧畜を行う食料生産段階に入るのに対し，日本の縄
文文化は依然狩猟・漁労・採取を中心とする食料採取段階であった。

03 縄文時代の生活
人々は地面を掘り下げた面を床

ゆか

とする（14 ）住居をつくり，定住生活を営んだ。住居は
台地上に広場を中心として環状につくられることが多かった。（10 ）の製作に適した（15

）石や装身具に用いられたひすい［硬玉］などは産出地が限られるため，出土状況から遠方地
域との交易が行われていたことも推測される。（15 ）石の産地では長野県（16 ）が有名。
厳しい自然の中で暮らしていた人々は，あらゆる自然物や自然現象に霊威の存在を認めた。

このような信仰を（17 ）［精霊崇拝］という。女性をかたどった（18 ）は，病気や
災いを転嫁したのか壊された状態で見つかることが多い。死者を（19 ）したのは，その霊
が災いを及ぼさないように願ったもの，また（20 ）の風習は通過儀礼と考えられている。

① 旧石器時代には，石器を用いた狩猟が行われた。長野県の［ア：　　］湖では，
［イ：　　　　］象の化石骨と打製石器が同じ土層から発見されている。（京都大）
②正誤判別：縄文海進があったため東京湾岸には貝塚が見つかっていない。（早稲田大）


